
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６
月
４
日
に
シ
ャ
ン
プ
ー
＆
カ
ッ
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

１
ヵ
月
半
に
１
度
の
頻
度
で
、
プ
ロ
の
ト
リ
マ
ー
さ
ん
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。 

 

顔
周
り
は
ス
ッ
キ
リ
、
耳
は
小
さ
め
に
可
愛
ら
し
く
、
尻
尾

は
ラ
イ
オ
ン
で
・
・
・
と
細
か
な
お
願
い
を
し
ま
す
。 

今
回
は
夏
に
向
け
て
、
い
つ
も
よ
り
少
し
短
め
に
カ
ッ
ト
し
ま

し
た
。
暑
さ
対
策
と
散
歩
中
に
草
の
実
が
絡
む
の
を
防
ぐ
た
め

で
す
。 

 

当
日
は
、
い
つ
も
担
当 

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ト 

リ
マ
ー
さ
ん
が
お
迎
え
に 

来
て
く
れ
る
の
で
す
が
、 

し
っ
ぽ
を
垂
ら
し
て
落
ち 

着
か
な
い
様
子
で
出
発
す 

る
の
で
、
少
し
心
配
に 

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が 

戻
っ
て
来
る
時
は
、
ト
リ
マ
ー
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
、
満
更
で

も
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。
床
に
降
ろ
す
と｢

見
て
ぇ

～
、
頑
張
っ
た
よ
ぉ
～｣

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
満
面
の
笑
み
で

走
り
回
り
ま
す
。
き
れ
い
な
状
態
で
い
ら
れ
る
の
は
数
日
で
、

あ
っ
と
言
う
間
に
い
つ
も
の
感
じ
に
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
方
が

い
つ
も
の
え
ん
ち
ゃ
ん
ら
し
く
て
い
い
と
言
う
職
員
の
声
も

多
く
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
え
ん
ち
ゃ
ん
で
す
。 

 

さ
く
ら
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
全
室
個
室
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
ユ

ニ
ッ
ト
で
す
。
日
々
、
入
れ
替
わ
り
の
あ
る
利
用
者
様
に
対
し

て
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
方
に
あ
っ
た
支
援
が
出
来
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

日
常
の
活
動
で
は
、
塗 

り
絵
や
計
算
問
題
な
ど
、 

頭
や
手
の
運
動
を
し
て
頂 

い
た
り
、
足
の
運
動
を
希 

望
さ
れ
る
方
に
は
、
中
庭 

を
散
歩
し
て
頂
い
た
り
し 

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も 

リ
ビ
ン
グ
で
体
操
を
し
た 

り
、
昭
和
の
歌
を
映 

像
と
共
に
流
し
て
、

大
き
な
声
で
歌
っ
た 

り
、
口
ず
さ
ん
だ
り 

し
て
、
お
楽
し
み
頂 

け
る
よ
う
に
取
り
組 

ん
で
い
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
月
行
事
の
生 

花
ク
ラ
ブ
で
は
、
季
節 

の
花
を
準
備
さ
せ
て
頂 

き
、
利
用
者
様
ご
自
身 

で
、
思
い
お
も
い
に
生 

け
ら
れ
て
、 

居
室
や
リ 

ビ
ン
グ
に 

飾
っ
て
、 

楽
し
ま
れ 

て
い
ま
す
。 
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新聞の名前は、施設で飼っている 

ペットの名前です。  

名前：えんちゃん 

犬種：トイプードル 

性別：男の子 

 

ショートステイ 

え ん ち ゃ ん 新 聞  第 ３ ９ 号

 

●施設の特徴 

４つのユニットで構成され、 

ユニットケアを行っています。 

特養：２９部屋（全室個室） 

    向日葵ユニット（１０） 

    金木犀ユニット（１０） 

    小梅ユニット（９） 

ショートステイ：（全室個室） 

   桜ユニット（１０） 

    桜ユニット 

 
社会福祉法人 亀鶴会 

トリミング直後のえんちゃん 

６
月
１０
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
１０
日
間
、
楊
志
館
高
等
学

校
福
祉
科
３
年
生
１
名
が
、
ひ
ま
わ
り
ユ
ニ
ッ
ト
で
介
護
実

習
を
行
い
ま
し
た
。 

実
習
中
、
三
大
介
護 

（
食
事
介
助
、
入
浴
介 

助
、
排
泄
介
助
）
で
は
、 

学
校
で
習
っ
た
基
本
を 

確
認
し
な
が
ら
、
実
際 

の
介
護
現
場
で
の
技
術 

の
応
用
や
入
所
者
様
ひ 

と
り
ひ
と
り
に
あ
っ
た 

個
別
ケ
ア
の
重
要
性
な 

ど
、
実
務
を
通
し
て 

体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
は
、
日
中
は
生
け
花
や
ぬ
り
絵
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
余
暇
活
動
へ
の
参
加
、
ま
た
、
居
室
で
過
ご

さ
れ
る
利
用
者
様
の
話
し
相
手
な
ど
、
利
用
者
様
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。
利
用
者
様
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
た
め
に
は
、
介
護
技

術
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
業
務
に
携
わ

る
事
も
必
要
だ
と
い
う
事
を
伝
え
ま
し
た
。 

 

 

月
に
１
回
、
歌
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来

園
し
、
懐
か
し
の
歌
を

歌
っ
た
り
、
歌
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
が
元
気

で
笑
顔
で
毎
日
を
過
ご

せ
る
様
、
お
手
伝
い
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

実
習
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
目
標
設
定
や

実
習
中
の
指
導
な
ど
、
私
達
職
員
に
と
っ
て
も
学
ぶ
事
が
多

く
、
ま
た
、
初
心
に
立
ち
返
る
事
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 

現在、6 名の看護師により、利用者様の健康管理や投薬管理を行っ

ています。 

主な仕事内容 

 ●施設全体の安全な環境の確保 

 ●嘱託医との連携（病院受診） 

●吸引  ●胃ろう管理 

●褥瘡（じょくそう）の予防とケア 

●感染症発生の予防・蔓延の防止 

（インフルエンザや感染性胃腸炎等） 

●バイタル（体温、 脈拍、血圧、呼吸数）のチェック 

 ●ターミナルケア（エンゼルケア） 

 ●他職種との連携を図るマネジメント 等 

介護施設は病院と違って、その場所を生活居住スペースとしている

高齢者がほとんどです。そのため、入居者のアセスメントも重要で、

主観的・客観的な情報に基づいて、介護度や病気が悪化しないために、

また、入居者がその人らしく生活を送るためには、どのようなケアを

行えば良いか、医療や看護の立場からサポートする事が求められてい

ます。 

看護師間の連携を密にとりな 

がら、他職種（介護部・相談援 

助部）と共に日々の業務に取り 

組んでいます。 

 

看護主任 田巻里美 

実習生のコメント 

２週間の実習を通して、技術面以

外にも授業ではわからない介護の楽し

さなどを体験することができました。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1561614925/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDEyLzExL2Jsb2ctcG9zdF82NzE2Lmh0bWw-/RS=%5eADBPyuvifeakH.Esk3F_imRXiqRjtc-;_ylt=A2RCMZHNCBNdCR0A8SCU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1561615325/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9zZWFzb24tZnJlZWlsbHVzdC5jb20vc3ByaW5nL3NwcmluZzI4Lmh0bWw-/RS=%5eADBY2jb1apILf0EK.iLFxzgzHiIgOc-;_ylt=A2RCAw5dChNdNGMAjTaU3uV7


令和元年７月末で、保険証類が更新となります。 

下記保険証類がご自宅に届きましたら、窓口までご持参下さい。 

◇後期高齢者医療被保険者証（75 歳以上） 

◇後期高齢者医療標準負担額・減額認定証（白色） 

◇介護保険負担割合証（ピンク色） 

併せて、【介護保険負担限度額認定証（黄緑色）】も更新となります。こちらは申請手続きが必要と

なります。ご家族が直接市役所高齢者福祉課の窓口で申請する、もしくは施設で申請を代行します。 

 

 

 

 

 

ご家族が申請をされる場合は、施設で介護保険被験者証をお預かりしていますので、窓口にお立 

ち寄り下さい。確認のため、お手数ですが申請手続きが終了しましたら、施設までご一報下さい。 

              また、代行申請を希望される場合には、手続きに必要なものをご準 

備いただき、7 月１５日までに施設窓口まで、ご持参下さい。 

ご不明な点などございましたら、金田、土田まで、お問い合わせ

下さい。       

○問い合わせ先：２２‐２５１５ 

 

 

 

《手続きに必要なもの》 

・申請書  ・ご本人の印鑑 

・介護保険被保険者証 

・年金等が入金されている通帳、または通帳の写し 

（＊直近 2 カ月分の収支の動きがわかる記帳が必要です 

   ＊ご夫婦の場合には、お二人分の通帳の写しが必要となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

       

 

●
熱
中
症
予
防
指
導
員
研
修 

参
加
者 

看
護
師 

今
村
直
美 

 

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
、
吐
き
気
・

嘔
吐
等
の
気
分
不
良
、
筋
肉
や
全
身
の
け
い
れ
ん
、

意
識
不
明
に
い
た
る
自
立
神
経
失
調
が
起
こ
っ
た

状
態
で
す
。 

〇
ど
ん
な
場
合
に
起
こ
り
や
す
い
か
？ 

 

・
炎
天
下
で
の
長
時
間
作
業 

 

・
高
温
多
湿
環
境
で
、
水
分
と
塩
分
が
補
給
さ
れ

な
い 

 

・
通
気
性
の
悪
い
服
装
や
厚
着 

 

・
高
齢
や
病
気
の
た
め
、
心
臓
拍
出
量
を
体
温
に 

 
 

あ
わ
せ
て
増
や
せ
な
い
場
合
や
腎
臓
機
能
低

下
が
あ
っ
て
、
電
解
質
・
水
分
調
節
力
が
低
下 

 
 

し
て
い
る
場
合 

〇
症
状
は
？ 

 

軽 

頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
嘔
吐 

 
 

 

筋
力
低
下
、
腹
痛
、
痛
み
を
伴
う
筋
肉
の
け

い
れ
ん 

 

重 

全
身
け
い
れ
ん
、
意
識
不
明
、
心
臓
停
止 

 

※
そ
の
場
で
発
症
し
な
く
て
も
、
１２
時
間
以
内 

は
発
生
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

〇
対
策
は
？ 

 

風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
寝
か
せ
て
、
水
を
飲
め
る

よ
う
で
あ
れ
ば
食
塩
と
と
も
に
冷
た
い
水
を
補
給

（
ポ
カ
リ
ス
ェ
ッ
ト
等
も
可
）
す
る
。
症
状
が
重
い

場
合
は
、
救
急
車
を
要
請
し
病
院
に
連
れ
て
い
き
ま

す
。
体
温
上
昇
に
対
し
て
は
、
濡
れ
た
バ
ス
タ
オ
ル

や
ス
ポ
ン
ジ
等
で
、
体
を
冷
や
し
ま
す
。
ま
た
、
手

足
を
冷
水
に
つ
け
て
冷
や
す
こ
と
も
有
効
で
す
。 

  

施
設
で
は
、
高
齢
の 

た
め
、
体
温
調
節
が 

苦
手
で
、
身
体
の
不 

調
や
不
快
感
を
訴
え 

る
こ
と
の
で
き
な
い 

利
用
者
様
も
い
ら
っ 

し
ゃ
い
ま
す
。
居
室
の 

温
湿
度
管
理
、
寝
具
調
整
、 

適
度
な
水
分
補
給
な
ど
に
気
を
付
け
、
熱
中
症
対
策

に
努
め
ま
す
。 

え ん ち ゃ ん 新 聞  第 ３ ９ 号
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外
部
研
修
報
告  

 

 

月
に
１
回
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
居
宅
、
訪
問
介

護
の
職
員
と
合
同
で
、
職
場
内
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
外
部
研
修
会
に
参
加
し
た
内
容
や
旬
の
テ
ー
マ

を
全
員
で
共
有
し
、
利
用
者
の
皆
様
に
よ
り
よ
い
ケ

ア
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

●
４
月
の
テ
ー
マ 

 
 

『
認
知
症
ケ
ア
の
理
念
』
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

施
設
長 

井
上
俊
男 

 

   

全
て
の
高
齢
者
介
護
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
利
用 

者
中
心
の
介
護
」、「
個
別
性
の
尊
重
」
に
つ
い
て 

 

内
部
研
修
報
告  

 

●
介
護
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会 

参
加
者 

介
護
主
任 

田
中
千
鶴 

 

３
月
の
４
日
間
、
社
会
福 

祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行 

わ
れ
た
『
介
護
福
祉
士
実
習 

指
導
者
香
修
会
』
に
参
加
し 

ま
し
た
。 

介
護
実
習
の
意
義
と
目
的
は
、
成
人
教
員(
大
き

く
な
っ
て
学
ぶ
こ
と)

や
施
設
の
社
会
的
使
命
、
新

任
職
員
へ
の
展
開
で
す
。
介
護
実
習
は
、
介
護
福
祉

士
教
育
の
体
系
的
な
位
置
づ
け
の
も
と
で
行
わ
れ

る
実
践
教
育
で
あ
り
、
実
習
は
体
系
的
、
普
遍
的
な

教
育
か
ら
普
遍
性
と
個
別
性
の
連
結
の
理
解
に
つ

な
げ
、
専
門
職
業
人
と
し
て
の
人
間
形
成
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
指
導

し
て
い
く
こ
と
で
、
指
導
者
自
身
が
施
設
や
事
業
所

の
機
能
や
役
割(

理
念
等)

の
理
解
、
利
用
者
が
地
域

で
の
生
活
を
継
続
す
る
理
解(

施
設
、
在
宅
で
の
関

わ
り)

、
施
設
で
生
活
す
る
こ
と(

対
応
等)

の
理
解
、

介
護
過
程
実
践
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

会
社
内
に
良
い
意
味
で
の
緊
張
感
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
指
導
者
は
、
実
習
生
が
新
入
社
員
と
は
違
う

こ
と
を
理
解
し
、
施
設
本
来
の
役
割
や
介
護
実
習
施

設
と
し
て
の
役
割
等
を
展
開
し
て
い
く
と
共
に
自

ら
の
介
護
支
援
技
術
や
介
護
へ
の
姿
勢
を
振
り
返

る
機
会
を
得
る
も
の
で
す
。 

 

実
習
指
導
者
の
役
割
は
自
己
教
育
力
を
上
げ
、
経

験
値
に
基
づ
い
て
介
護
福
祉
士
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
内
容
を
理
解
し
、
目
的
や
指
導
方
法
を
明

確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
の

学
生
に
つ
い
て
、
施
設
職
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て

指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
実
習
前
、
実
習
中
、
実
習
後
、
す
べ
て
に

お
い
て
介
護
部
と
看
護
部
及
び
相
談
援
助
部
が
集

ま
り
、
振
り
返
る
場
面
を
設
け
る
こ
と
は
、
同
じ
方

向
を
向
い
て
指
導
を
行
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
効

果
的
な
方
法
で
す
。 

実
習
指
導
者
は
介
護
過
程
の
意
義
を
理
解
し
、
実 

 

習
生
が
作
成
す
る
介
護
計
画
に
お
い
て
、
介
護
過
程

の
展
開
を
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
は
、
実
習
指
導
に
あ
た
り
各
養
成
校

の
実
習
到
達
目
標
を
確
認
し
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

最
終
的
に
は
実
際
に
現
場
で
働
き
は
じ
め
た
と
き

に
、
利
用
者
様
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た
介
護
計
画

を
立
て
、
取
り
く
ん
で
い
け
る
よ
う
指
導
を
行
な
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
衛
生
推
進
者
養
成
講
習 

参
加
者 

生
活
相
談
員 

土
田
忠
志 

 

安
全
管
理
者
及
び
衛
生
管
理
者
の
選
任
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
な
い
中
小
規
模
事
業
所
の
安
全
衛

生
水
準
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
常
時
10
人
以
上

５０
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
で
は
、

安
全
衛
生
推
進
者
を
選
任
し
、
労
働
者
の
安
全
や
健

康
確
保
な
ど
に
係
わ
る
業
務
を
担
当
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
安
全
管
理
者
の
選
任
対
象
外
の
業

種
で
は
安
全
衛
生
推
進
者
に
代
わ
り
衛
生
推
進
者

を
選
任
し
、
衛
生
に
か
か
る
業
務
を
担
当
）
。 

             

職
場
の
安
全
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、

現
状
把
握
と
具
体
的
な
目
標
設
定
を
行
い
ま
す
。 

目
標
達
成
の
た
め
に
は
、P

la
n

（
計
画
）
、D

o
 

（
実
行
）
、C

h
e
c
k
 

（
評
価
）
、A

c
tio

n
 

（
改
善
）
を
繰
り
返 

し
、
継
続
的
改
善
を 

行
う
事
が
必
要
で
す
。 

安全衛生推進者（衛生推進者）の職務 

 

①労働者の危険又は健康障害を防止するた

めの措置に関すること。 

②労働者の安全又は衛生の為の教育の実施

に関すること。 

③健康診断の実施その他の健康の保持増進

のための措置に関すること。 

④労働災害防止の原因の調査及び再発防止

対策に関すること。 

 

●
５
月
の
テ
ー
マ 

『
感
染
症
研
修
会
』
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

看
護
主
任 

田
巻
里
美 

 
 

ご
利
用
者
、
職
員
自
身
を
感
染
か
ら
守
る
た
め
、 

感
染
症
の
特
徴
を
理
解
し
、
予
防
方
法
を
知
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●
６
月
の
テ
ー
マ 

『
看
取
り
介
護
・ 

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
』
に
つ
い
て 

 
 

 
 

金
木
犀
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー 

大
林
由
貴 

 

介
護
の
仕
事
を
通
じ
て
「
死
」
と
真
剣
に
向
き
合 

い
、
生
き
る
意
味
を
考
え
、
施
設
で
看
取
り
を
行 

う
真
の
意
味
を
理
解
す
る
。 

                       


